


横江 拓郎 さん
朝市販売歴 8 か月 / 湖魚 ( 琵琶湖産 )

Q. 一年を通して何種類の野菜を作っていますか？
A. 大体 50～100 種類ほどです。
風変わりな食材を育ててみたいという気持ちがあって、
料理人や農業仲間との交流を通じてユニークな品種の
情報収集を行っています。

Q. 挑戦したいことは何ですか？
A. 買い物だけではない新しい農業体験を届けたいです。
そのための企画を考えてはいますが中々手が回らず ...
学生さんとイベントを行うのも素敵だなと思っていて、
実現できたら嬉しいです。

Q. どんな層に向けて湖魚を卸しているんですか？
A. 直接店舗に卸しています。
料理人の「琵琶湖のニッチな食材を扱ってみたい」と
いう声に応え、京都・滋賀・東京・横浜などのいろん
な地域の飲食店に湖魚を届けています。

Q. 大原ふれあい朝市の魅力は何ですか？
A. お客さんの「ありがとう」が聞けるところです。
魚屋さんに卸すと実際に食べる人の声は聞けません。
お客様から直接アドバイス頂けるので、それを聞いた
ら「頑張ろう」「レベルアップしよう」と思えます。

Q. 農業を通して大原にどう貢献していきたいですか？
A. この風景を守っていきたいです。
自然が多くて身近な田舎だというのが大原のいいとこ
ろ。畑を借りて農地として使うことで、耕作放棄地を
少なくしていかんとなって個人的には思いますね。

Q. 育てている野菜のアピールポイントはありますか？
A.2015 年以降、有機 JAS 認証をずっと取っています。
朝市でこの認証を受けているところは 4人ぐらいかな。
お金もかかるし肥料の種類や量、苗の育て方といった
記録が大変だけど、お客様に安心を届けたいからね。

Q. 農業の魅力を教えて下さい
A. 全部自分のやりたい通りにできるところです。
畑はデザインなんですよ。どういうふうに作付けして
どう育てていくのか、頭の中で考えたことを畑の中に
反映させていくのが自由で面白いです。

Q. 野菜の販売先にこだわりはありますか？
A. 地元中心に販売するのが自分のポリシーです。
農業を通じて大原に貢献したいという思いがあり、販
売先もできるだけ地元にお金が落ちるようにと考えて
選んでいます。

野菜の藤さん　藤井 康裕  さん

朝市出店までの経緯
自身の体質改善のために約 28 年前に友人と農業を
始め、14 年前に独立。朝市への出品は友人に誘わ
れたことをきっかけに、現在まで続いている。

朝市出店までの経緯
会社員として 10 年働いたあと農家に転身。
朝市には大原の先輩農家に誘われ、就農 3年目頃
から出店している。

山本小農園　山本 克也 さん
朝市販売歴 16 年 / 有機野菜

朝市出店までの経緯
父の漁を手伝う中で経験を積み、20 歳で独立。
素材そのものを届けたいという思いから朝市への
出店を始める。

音吹畑　高田 潤一朗 さん
朝市販売歴 16 年 / 野菜・ハーブティー

朝市出店までの経緯
会社員のような働き方に疑念を持ったことから
農業の道へ。九州での修業を経て大原に移住し
朝市への出品を決める。

朝市販売歴 17 年 / 有機野菜


